第３学年　道徳科学習指導案
１　主題名    まわりの人にありがとう〔Ｂ－７　感謝〕

２　教材名　　「とくジーのおまじない」（光村図書どうとく３「きみがいちばんひかるとき」）

３　主題設定の理由

　(1) 価値観

      私たちは誰もみな，一人では生きていけない存在であるので，互いに認め合い，相手に対する尊敬と感謝の念をもって接することが重要である。しかし，自分の生活が多くの人たちに支えられていることを意識しないでいることが多く，その支えは「あたりまえ」のことで，尊敬や感謝につながるとさえ感じていないこともある。

そこで，自分の生活を振り返り，日常の生活の中で，世話をしてくれている人たちの善意に気付き，感謝をする心情を育成していきたい。

　また，中学年においては，感謝する対象を，友だちや家族だけではなく，学校の教職員などに加え，地域の人たちや，現在の生活の礎を築いた高齢者などへと広げるようにしたい。

　(2) 児童観

      本学級の児童は，昨年度の生活科の学習において，人が自分のためにしてくれている事柄に気付くことや，どのような思いでしてくれているのかを知ることを通して，感謝の気持ちが芽生え育まれてきている。事前アンケート『家の人やお年寄りに，尊敬と感謝の気持ちをもって接することができますか』では，『とてもできる』が１３人，『まあまあできる』が１２人，『あまりできない』が４人，『まったくできない』が２人となり，多くの児童が尊敬や感謝の気持ちをもって接することができていることが分かった。一方，この時期，児童は好奇心が旺盛になり，活動範囲も広がってくる。友達への仲間意識も高まり，児童同士で考えて行動することが多くなってくるにつれて，学校，地域の人々に世話になっているという意識が薄れ，大人の言うことを聞かなくなる。そこで，自分の生活を支えてくれる学校，地域の人の思いを考え，その人たちの存在意義に対する理解を深めることを重視して，尊敬と感謝の気持ちをもって接することができるようにしていきたい。

　(3) 教材観

      本教材では，「わたし」は，学校から帰るときに門の所で「なかよし見守り隊」のとくジーから必ずかけられる言葉「とくジーのおまじない」によって，毎日元気をもらっていることに気付く。そして，そのおまじないは，自分たち在校生だけではなく，自分の兄や姉など，ずっと前から子どもたちにかけられてきた言葉であることにも気付くのである。「わたし」は，そんなとくジーを尊敬し，感謝の気持ちを込めて，とくジーのためにおまじないを考え，それを伝えに向かう。また，身近にいる高齢者などの存在について親しみをもって考えるのにふさわしい教材である。

	自ら考え，議論するための工夫
　①　「わたし」が，とくジーからいろいろな元気のもとをもらっていることが分かる構　　造的な板書をする。
　②　「主人公視点」の発問により, 主人公の心情を理解させた後，「自分視点」の発問（中心発問）につなげることでねらいにせまる。


　　　上記の工夫を通して，自分たちも地域の登下校ボランティアの方々が自分たちの安全を守っていてくれることや，まわりの人たちにいろいろとお世話になっていることに気付き，さらに自分たちの日常を振り返り，捉え直したり，考えたりして，道徳的価値を統合させていきたい。

４　指導計画　１時間完了

５　本時の指導

　(1) 本時のねらいと評価

      自分の生活を支えてくれている学校，地域の人々の存在に気付かせ，その方々を尊敬し，感謝する心情を育てる。

　　【評価】（発言とカードの記述内容）

　　　自分たちの生活が多くの方々によって支えられていることを理解し，尊敬と感謝の気持ちを述べている。

　(2) 準備・資料

　　教師　登校の様子の写真　ＰＣ　ＴＶ　イラスト（挿絵）　カード（花形）

　　　　　ＷＢ（ホワイトボード）　

　　児童　学びの記録　名前ペン
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　(3) 関　連



　
(4) 指導過程

　　○　主な発問　　◎　中心発問　　補助発問　★　評価の場面　　
ゴシック：考え議論する場面　■　抽出児へのアプローチ
	段
	分
	学習活動・主な発問と予想される児童の反応
	形資
	指導上の留意点

	導
入


	３
	１　登下校の様子の写真を見て，本時の内容を想像する。

　・　交通ルールを守ろう。

　・　元気よくあいさつをしよう。

　・　不審者に気をつけよう。

　・　登校ボランティアの人に感謝をしよ　　う。
	斉

ＰＣ

ＴＶ


	○　写真だけを見せて内容を想像させ興味をもたせる。



	展
開

	24

(7)
(10)

(7)
12


	２　本教材を聞いて話し合う。

 (1)　教師の範読を聞き，あらすじを確認する。

  ・　主人公「わたし」と「とくジー」との関係

   ・　とくジーのおまじない「お帰り，元気で，またあした」
 (2)  「わたし」にとってのとくジーの存在を考える。
・　話しかけてくれたから。

・　毎日，同じ言葉を言ってきておもしろいから。

　・　おまじないがおもしろいから。
・　いつも見守っていてくれて，励ましてくれるから。（尊敬）
　・　とくジーは何年も前から見守り続　　　けてくれて，みんなが知っている。すごいな。（尊敬）
　・　とくジーは私たちのことをよく理　　　解し大切にしてくれている。安心だ　　　な。（信頼）
 (3) 書かれていない結末を考える。

　・　「ただいま，元気をありがとう」
　・　「ずうっと元気で見守って」
　・　「みんな，大好き，おまじない」
３３　自分の身の回りで感謝をしたいことを考える。
　・　登下校ボランティアの方に
　　「いつも安全を見守ってくれて，あり　　がとう」
　・　給食を作ってくれる人に
　　「いつもおいしい給食を作ってくれて，　　ありがとう」
  ・　公務手さんに

　　「いつもワゴンの準備や片付けをして　　くれてありがとう」
　・　学校の先生に
　　「勉強で分からないところをやさしく　　教えてくれて，ありがとう」
	斉
斉
ｲﾗｽﾄ
ペア
↓
斉
ｲﾗｽﾄ
斉
↓
個
↓
斉
名前ペン
ｶｰﾄﾞ
ＷＢ

	○　とくジーのおまじないや　「わたし」の言動を整理す　る。
○　「わたし」の言動を取り上げ，考えさせる。
○　発言内容を分類して板書をする。
○　お姉ちゃんの話を再確認する。
○　「～してくれている」を強調し，とくジーがわたしたちにいろいろなものを与えていることに気付かせる板書にする。

○　「わたし」にとってのとくジーの存在に気付かせ，感謝の気持ちにつなげていく。

○　ペアで自由に「とくジーのためのおまじない」を考えさせる。
■　抽出児の話合いの様子を確認し、意図的に指名する候補とする。

○　おまじないの内容を分類　しながら板書し，『ありが   とう』を強調する。

○　自分の身の回りでお世話　になっている人を思い浮か　べさせる。

○　なるべく父母，祖父母で　はない人を選ばせる。

○　カードを配付する。

○　カードに名前ペンで書かせる。

○　カードに書くことができ　た児童からホワイトボード　に貼らせる。

○　カードをホワイトボード　一面に貼り，花を咲かせる　ことで，いろんな人にお世　話になっていることに気付かせる。
○　共感できるカードを発表し合わせる。
★　評価の場面

	終

末
	６


	４　今日の授業で学んだことを「学びの記録」に書く。
	個

学びの記録
	○　今日学んだことを書かせ　る。


６　板書計画　
○学校のまわり（社会科）


○大好き平和町（総合）


○校外学習（博物館）


○音楽鑑賞会


○縦割り活動


○交通安全教室（特別活動）





○道徳科（Ｂ－７　感謝）


教材名「とくジーのおまじない」（７月）


まわりの人にありがとう


                 　↓


教材名「ありがとうの気持ちをこめて」（２月）


つたえたいありがとう





○店ではたらく人（社会科）


○大好き平和町（総合）


○みつば農園見学（社会科）


○交通ボランティア感謝の会


○運動会（縦割り種目）





統合





○　何をしているところでしょう。





○　「お帰り，元気で，またあした。」と言われた「わたし」は，どうして元気が出てきたのでしょう。


【他者理解】





○　「わたし」は，とくジーにどんなおまじないの言葉を考えたと思いますか。               【他者理解】





◎　だれに，どんな「ありがとう」を伝えたいですか。　　　【価値理解】





(補)お姉ちゃんの話を聞いて，「わたし」は，とくジーに対してどんなことを思ったのでしょう。


【他者理解】








